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朝
来
市

・
養
父
市
両
消
防
本
部
は
昨
年
４
月
１
日
に
合
併
し
、
南
但

消
防
本
部
と
し
て
新
た
な
消
防

・
防
災
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

養
父
市
内
か
ら
の
１
１
９
香
通
報
が
す
べ
て
和
田
山
に
あ
る
消
防
本

部
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
や
、
管
内
面
積
が
広
く
な

っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
災
書

へ
の
対
応
に
不
安
を
抱
い
た
方
も
あ

っ
た
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。

合
併
前
を
含
め
た

一
年
間
の
災
害
発
生
状
況
を
振
り
返
る
中
で
、
合

併
に
よ

っ
て
生
じ
た
初
動
対
応
状
況
な
ど
を
み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

百
刷
劉
判

昨
年
の
火
災
の
発
生
状
況
は
、
朝
来
消

防
署
管
内
で
２３
件
、
養
父
消
防
署
管
内
で

・３
件
、
合
計
３６
件
で
し
た
。

火
災
種
別
を
み
る
と
、
建
物
火
災
が
朝

来
消
防
署
７
件

・
養
父
消
防
署
４
件
の
計

１１
件
、
林
野
火
災
が
朝
来
消
防
署
３
件

・
養

父
消
防
署
２
件
の
計
５
件
、
車
両
火
災
が
朝

来
消
防
署
２
件

・
養
父
消
防
署
２
件
の
計

４
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
朝
来
消
防
署
Ｈ

件

・
養
父
消
防
署
５
件
の
計
１６
件
と
い
う

よ
う
な
発
生
状
況
で
し
た
。
（図
１
参
照
）

焼
却
及
び
暖
を
取
る
た
め
薪
を
オ
イ
ル

缶
の
中
で
燃
や
し
な
が
ら
薪
割
り
作
業
を

し
て
い
た
人
が
、
食
事
を
と
る
た
め
に
火

を
つ
け
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
た
た
め
物

置

（薪
小
屋
）
に
燃
え
移
り
、
母
屋
及
び

離
れ
に
延
焼
拡
大
し
全
焼
し
た
火
災
。

ま
た
、
作
業
場
内
で
鋸
屑

・
ち
り
等
を

ス
ト
ー
ブ
で
焼
却
処
分
中
そ
の
場
を
離
れ

た
た
め
、
周
囲
の
可
燃
物
が
熱
を
受
け
延

焼
拡
大
し
、
作
業
場
を
全
焼
し
た
火
災
。

あ
る
い
は
、
台
所
の
コ
ン
ロ
で
鋼
に
入

れ
た
肉
を
加
熱
中
、
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま

い
鍋
か
ら
出
火
、
コ
ン
ロ
周
辺
に
延
焼
拡

大
し
住
宅
を
全
焼
し
た
火
災
。
こ
の
火
災

で
は
、
当
事
者
が
顔
面
熱
傷
及
び
気
道
熱

傷
の
疑
い
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
後
は
大
規
模
な
建
物
火
災
や
、
ト

ン
ネ
ル
等
の
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
、

朝
来
消
防
署
、
養
父
消
防
署
が
そ
れ
ぞ
れ

）

転

  ン

・

魚

▲天ぷら油火災事例から

の
管
轄
区
域
を
越
え
て
消
防
隊
を
増
強
、

災
害
対
応
に
当
た
る
こ
と
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
が
、
火
災
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な

出
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
年
間
の
救
急

・

救
助
出
動
状
況

昨
年
の
救
急
出
動
状
況
は
、
朝
来
消
防

署
管
内
で
は
１
４
９
３
件
で
１
３
４
５
人

の
搬
送
、
養
父
消
防
署
管
内
で
は
１
４
３

０
件
で
１
３
０
９
人
の
搬
送
、
管
外

へ
は

６
件
の
出
動
で
７
人
の
搬
送
で
し
た
。

(件)
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図 1 火 災発生状況

建物火災  林 野火災 車 両火災 そ の他の火災



N

事
改
種
別
を
み
る
と
、
急
病
が
朝
来
消

防
署
で
は
９
０
７
件
で
８
１
４
人
の
搬
送
、

養
父
消
防
署
が
７
９
７
件
で
７
５
２
人
の

搬
送
で
し
た
。

交
通
事
改
が
朝
来
消
防
署
で
は
１
７
９

件
で
１
８
２
人
の
搬
送
、
養
父
消
防
署
が

１
１
１
件
で
１
１
９
人
の
搬
送
、
管
外

ヘ

は
３
件
の
出
動
で
４
人
の
搬
送
で
し
た
。

転
倒
や
転
落
な
ど
の

一
般
負
傷
が
朝
来

消
防
署
で
は
２
１
９
件
で
２
０
３
人
の
搬

送
、
養
父
消
防
署
が
２
０
６
件
で
１
９
４

人
の
搬
送
、
管
外

へ
は
１
件
の
出
動
で
１

人
の
搬
送
で
し
た
。

医
療
機
関
か
ら
医
療
機
関

へ
の
転
院
搬

送
が
朝
来
消
防
署
で
は
１
０
９
件
で
１
０

８
人
の
搬
送
、
養
父
消
防
署
が
２
０
８
件

で
２
０
８
人
の
搬
送
、
管
外

へ
は
２
件
の

出
動
で
２
人
の
搬
送
で
し
た
。

労
災
や
運
動
競
技
に
よ
る
事
改
等
を
含

む
そ
の
他
が
朝
来
消
防
署
で
は
７９
件
で
３８

人
の
搬
送
、
養
父
消
防
署
が
１
０
８
件
で

３６
人
の
搬
送
で
し
た
。

（件
数
の
み
図
２

）

参
昭
じ
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
救
急
需
要
と
救

命
率
の
向
上
に
対
応
す
る
た
め
に
、
現
在

は
両
消
防
署
合
わ
せ
て
６
台
の
高
規
格
救

急
車
と
３９
人
の
救
急
救
命
士
を
中
心
に
救

急
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
救
助
出
動
は
７５
件
で
、
朝
来
消

防
署
が
３８
件
、
養
父
消
防
署
が
３７
件
で
し

た
。救

助
人
員
は
４２
人
で
、
朝
来
消
防
署
、

養
父
消
防
署
共
に
２‐
人
で
し
た
。

救
急

・
救
助
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
消
防
署
が
管
轄
区
域
を
越
え
て
応
援
出

動
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

複
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
消
防
署
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

時
。
ま
た
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
消
防
署
の

救
急
車
が
全
車
出
動
中
の
時
、
あ
る
い
は

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
到
着
し
た
医
師
や
看
護

師
を
救
急
現
場
ま
で
搬
送
す
る
時
な
ど
が

そ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
消
防
隊
に

よ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
発
着
時
の
安
全
確

保
の
た
め
の
出
動
。
救
急
隊
だ
け
で
は
傷

病
者
を
搬
出
で
き
な
い
場
合
の
支
援
出
動

等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
出
動
に
お
け
る
初
動
時
の
災

害
対
応
は
原
則
と
し
て
署
所
対
応
と
し
、

今
ま
で
と
大
き
く
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
合
併
後
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
両

市
の
境
界
付
近
で
発
生
し
た
災
害
に
対
し
、

素
早
く
応
援
部
隊
を
投
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
動
時
に
お
け
る
現
場
活
動
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
職
員
数
の
増
員
、
管
理
部
門
や

通
信
部
門
で
生
じ
た
余
剰
職
員
の
現
場
活

動
要
員
と
し
て
の
配
置
、
出
動
体
制
の
見

直
し
等
に
よ
り
、
今
ま
で
だ
と
不
可
能
で

あ

っ
た
部
隊
数
の
編
成
が
可
能
と
な
り
ま

す
。実

際
に
、
朝
来
消
防
署
か
ら
養
父
消
防

署

へ
の
出
動
が
３
件
、
養
父
消
防
署
か
ら

朝
来
消
防
署

へ
の
出
動
が
２２
件
あ
り
ま
し

た
。

そ
し
て
、
養
父
消
防
署
で
は
救
急
支
援

出
動
が
３０
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
災
害
や
複
数
の
傷
病
者
が
発

生
し
た
事
改
な
ど
に
は
、
合
併
に
伴
い
消

防
本
部
全
体
の
部
隊
数
が
増
加
し
た
こ
と

で
、
管
轄
区
域
を
越
え
て
現
場
対
応
に
必

要
な
部
隊
を
迅
速
に
出
動
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

養
父
市

・
朝
来
市
両
消
防
本
部
の
合
併

に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

合
併
２
年
目
を
迎
え
る
平
成
２６
年
度
は
、

両
消
防
署
員
が
よ
り
よ
い
交
流
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
お
互
い
が
競
い
合
い
、
消
防

・

防
災
活
動
に
対
す
る
職
員

一
人
ひ
と
り
の

知
識
や
技
術
を
今
以
上
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
職
員
個
々
の
技
能
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
署
所
か
ら
の
同
時
出

動
や
各
署
所
間
の
協
力
体
制
の
充
実
強
化

な
ど
大
災
害

へ
の
対
応
力
強
化
を
更
に

図
っ
て
行
き
、
消
防
広
域
化
の
大
き
な
効

果
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
方
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
、
新
し
い
体

制
で
の
消
防
業
務

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

急病 交通 一般 転院 その他

▲救急救助事故現場

図 2 救 急出動状況

両
消
防
署
間
の
災
書
対
応

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て



◆
朝
来
消
防
署
で
は
火
災
予
防

運
動
期
間
前
の
１１
月
８
日
に
、

朝
来
市
の
女
性
消
防
団
員
４

人
に

「
一
日
消
防
官
」
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

一
日
消
防
官
を
お
願
い
し
た

の
は
、
写
真
左
か
ら
小
山
早
希

さ
ん
、
中
野
優
子
さ
ん
、
板
高

紗
也
香
さ
ん
、
足
立
絵
美
さ
ん

で
す
。

消
防
長
か
ら
辞
令
交
付
を
受

け
た
後
、
生
野
こ
ど
も
園

・
中

川
こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、
多
く

の
園
児
に
防
火
紙
芝
居
を
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は

紙
芝
居
を
熱
心
に
見
聞
き
し
、

大
き
な
声
で

「火
遊
び
は
絶
対

し
ま
せ
ん
」
と
約
束
し
て
い
ま

し
た
。

短
時
間
で
し
た
が
ソ
フ
ト
な

語
り
に
親
近
感
を
持
ち
、
身
近

に
火
災
予
防
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

終
了
後
、
４
人
の
皆
さ
ん
に

感
想
を
伺
う
と

「初
め
て
で
緊

張
し
ま
し
た
が
、
質
問
に
大
き

な
声
で
答
え
て
く
れ
て
安
心
し

ま
し
た
。
小
さ
な
こ
ど
も
で
も

火
災
予
防
は
で
き
る
と
感
じ
ま

し
た
」
と
大
役
を
終
え
、
ホ
ッ

と
し
た
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

）

◆
養
父
消
防
署
で
は
年
末
年
始

特
別
警
戒
期
間
中
の
１２
月
１６

日
に
、
養
父
市
の
女
性
保
育

士
に

「
一
日
消
防
署
長
」
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

一
日
消
防
署
長
を
お
願
い
し

た
の
は
、
養
父
市
内
の
日
光
保

育
園
の
和
国
彩
花
さ
ん
で
す
。

辞
令
交
付
を
受
け
た
後
、
職

員
に
対
し
て
「日
頃
の
安
全
で
安

心
な
地
域
づ
く
り
へ
の
努
力
に

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
年
末

年
始
に
向
け

一
層
頑
張

っ
て
下

さ
い
」
と
訓
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
立
八
鹿
病
院
老

人
保
健
施
設
を
訪
問
し
、
入
所

者
の
皆
さ
ん
に

「寒
く
な
る
と

毎
年
全
国
で
多
く
火
災
が
起
き

て
い
ま
す
。
火
災
を
出
さ
な
い

よ
う
、
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
」
と
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
、
■
月
Ю
日
に
養

父
市
長
野

（井
ノ
坪
）
で
、
南

但
消
防
本
部
と
養
父
市
消
防
団

養
父
方
面
隊
が
合
同
火
災
防
御

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
地
域
は
、
こ
の
４
月
の

南
但
消
防
本
部
発
足
に
伴
い
、

各
署
所
か
ら
の
現
場
到
着
時
間

短
縮
を
図
る
た
め
出
動
規
程
を

見
直
し
、
生
野
出
張
所
と
大
屋

出
張
所
が
同
時
に
出
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
訓

練
は
、
南
但
消
防
本
部
発
足
後

初
め
て
の
、
生
野
出
張
所
と
大

屋
出
張
所
、
及
び
養
父
方
面
隊

と
の
合
同
火
災
防
御
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

龍
畿
醐
晶
翻
轡
鶴
団
瑠
鶴

南
但
消
防
本
部
と
養
父
市
消
防
団
が

初
め
て
の
合
同
火
災
防
御
訓
線
を
実
施

訓
練
は
、
火
災
現
場
に
先
着

し
た
両
出
張
所
が
タ
ン
ク
車
の

積
載
水
を
使
用
し
て
放
水
を
開

始
。
消
防
団
は
、
現
場
に
到
着
後
、

河
川
か
ら
水
を
揚
水
し
消
防
隊

に
中
継
送
水
す
る
分
団
、
ポ
ン

プ
車
か
ら
放
水
を
す
る
分
団
に

分
か
れ
消
火
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

生
野
出
張
所
及
び
大
屋
出
張

所
、
並
び
に
養
父
方
面
隊
の
三

機
関
に
よ
る
合
同
火
災
防
御
訓

練
で
し
た
が
、
各
機
関
が
緊
密

に
連
携
し
、
円
滑
か
つ
的
確
な

火
災
防
御
訓
練
が
行
え
、
実
の

あ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

▲一日消防官と朝来消防署長

▲防火紙芝居 (生野こども園)

▲一日消防署長 (公立八鹿病院老人保健施設 )

▲合同火災防御罰|1練

▲司|1練終了報告
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寒
波
の
襲
来
し
た
１
月
１０
日
、

新
た
な
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
南
但
消
防
本
部
と
し
て
初

の
消
防
出
初
式
を
当
本
部
で
実

施
し
ま
し
た
。

約
１
２
０
人
の
ご
来
賓
や
保

育
園
児
が
見
守
る
中
、
養
父
市

民

・
朝
来
市
民
が
安
全
で
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
と
も
に
、
職
員
の

士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
も

の
で
す
。

式
典
で
は
、
南
但
広
域
行
政

事
務
組
合

の
広
瀬
栄
管
理
者

（養
父
市
長
）
の
式
辞
、
次
い
で

職
員
表
彰
の
伝
達
の
あ
と
、
ご

来
賓
の
皆
様
方
か
ら
心
温
ま
る

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
消
防
長
が
職
員
に
対

し
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

観
閲
の
部
で
は
、
車
両
７
台
、

人
員
３．
名
が
部
隊
指
揮
者
の
号

令
に
よ
り
、
車
両
前
に
整
列
し
、

消
防
車
両
の
赤
色
灯
を
点
灯
さ

せ
観
閲
者
に
よ
り
、
部
隊
観
閲

を
受
け
ま
し
た
。

消
防
訓
練
の
部
で
は
、
地
震

が
発
生
し
倒
壊
し
た
５
階
建
て

の
ビ
ル
に
要
救
助
者
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
想
定
で
、

訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

救
助
隊
員
に
よ
り
倒
壊
し
た

ビ
ル
ヘ
斜
め
ロ
ー
プ
や
救
命
索

発
射
銃
を
使
用
し
た
張
り
込
み

ロ
ー
プ
が
展
張
さ
れ
、
進
入
し

た
救
助
隊
員
が
取
り
残
さ
れ
た

要
救
助
者
を
無
事
に
救
出
し
、

救
急
隊
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
兵
庫
県
消
防
防
災
航

空
隊
に
よ
る
救
出
訓
練
が
行
わ

れ
、
航
空
救
助
隊
員
に
よ
る
ラ

ベ
リ
ン
グ
降
下
の
披
露
に
引
き

続
き
、
要
救
功
者
を
ヘ
リ
に
吊

上
げ
る
ホ
イ
ス
ト
救
出
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
消
防
隊
が
訓
練
塔
の

屋
上
を
め
が
け
て
９
線

一
斉
放

水
し
、
訓
練
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
出
初
式
で
は
職
員

一
同
が
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

地
域
の
皆
様
方
と
協
働
し
て
、

災
害
に
強
い
安
全
で
安
心
な
南

但
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

▲防災へり吊り上げ救出

▲斜め張り込み救出

■
月
靖
日
、
朝
来
市
和
国
山

町
Ｊ
Ｒ
和
田
山
駅
構
内
材
料
線

に
て
、
南
但
消
防
本
部
と
朝
来

市
消
防
団
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
兵

庫
県
朝
来
警
察
署
、
公
立
八
鹿

病
院
、
公
立
朝
来
和
国
山
医
療

セ
ン
タ
ー
が
合
同
で
、
列
車
事

改
対
応
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
踏
切
内
で

の
多
数
傷
病
者
対
応
と
な
る
た

め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
活
動

が
大
き
な
目
的
と
な

っ
て
い
ま

し
た
。

訓
練
は
、
播
但
線
第
七
東
裏

踏
切
で
列
車
と
乗
用
車
が
衝
突

し
乗
用
車
か
ら
油
類
が
漏
洩
し

出
火
の
危
険
が
あ
る
と
の
１
１

９
通
報
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

南
但
消
防
本
部
は
指
揮
隊
、

消
防
隊
、
救
急
隊
、
及
び
救
助

隊
を
即
時
出
動
さ
せ
る
と
と
も

に
、
公
立
八
鹿
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
派
遣
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
に
最
先
着
し
た
消
防
隊
は
、

「列
車
内
に
負
傷
し
た
乗
客
が

多
数
い
る
。
ま
た
、
乗
用
車
の

乗
員
は
挟
ま
れ
て
い
る
」
と
の

現
場
の
状
況
を
指
揮
隊
に
報
告
、

続
い
て
到
着
し
た
指
揮
隊
は
各

部
隊
に
活
動
内
容
を
指
示
、
救

助
隊
は
、
乗
用
車
内
の
２
名
が

挟
ま
れ
救
出
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
八
鹿
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

救
命
処
置
を
受
け
な
が
ら
、
朝

来
警
察
署
と
協
力
し
、
油
圧
破

壊
器
具
を
使
用
し
て
救
出
を
実

施
。
ま
た
、
消
防
隊
は
油
類
の

漏
洩
が
あ
り
出
火
の
危
険
が

あ

っ
た
た
め
警
戒
筒
先
を
配
備
。

救
助
隊
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
乗

客
は
、
医
師
や
救
急
隊
に
よ
り

搬
送
順
位
が
決
定
さ
れ
、
他
の

救
急
隊
に
よ
っ
て
順
次
搬
送
さ

れ
ま
し
た
。
消
防
回
は
消
防
隊

と
共
に
火
災
の
警
戒
に
あ
た
っ

た
ほ
か
、
多
数
発
生
し
た
傷
病

者
の
搬
送
も
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
の
ほ
か
に
も
、

ま
だ
ま
だ
特
殊
な
災
害
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防

本
部
で
は
様
々
な
訓
練
を
実
施

し
、
多
種
多
様
な
災
害
に
い
つ

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
て

い
ま
す
。

▲踏切内事故罰1練現場
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救急講習
(10月15日 養 父市消防国大屋方面隊)

いざという時に的確な対応がとれる

ようにと、救急講習を受講されました。

各国員は心肺蘇生法に熱心に取り組ま

れました。

弾野‖汚副l路東 (10月29日 広谷幼児センター)

広谷幼児センターで、消防訓練が行われまし

た。園児たちが見守る中、先生たちはしっかりと

消火器の使用司|1練を実施しました。

避畳ヨ誰副ll脅索 (10月18日 やなせ保育園)

地震の後、火災が発生した想定で避難訓練が

行われました。園児の皆さんは、地域の区長さん

達の協力を得て、無事避難を完了しました。

澤す‖汚副‖背索 (10月2日 旧 生野鉱山官舎)

大切な文化財を火災から守ろうと消
防訓練が行われました。スタッフの中
には消防団員経験者もおられ、通報か

ら消火栓による放水まで流れるような

訓練となりました。

韓
メ
冴
″
夕

韓

署別

種別 総 数 朝来署 養父署

総  数

６

７

1 3

( 1 8 )

建  物 4

林  野

車  両 4

そ の 他 16 5

損害額lT円) 38,753 34,957 3,796

ネ|

賞

※
件
数
、
損
害
額
と
も
に
減
少

火
災
件
数
は
３６
件
、
損
害
額

は
３
８
７
５
万
３
千
円
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
、
件
数
は
１
件
の

減
少
、
損
害
額
は
１
億
５
３
４
万

５
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

※
件
数
、
搬
送
人
員
と
も
に
減
少

出
動
件
数
は
２
９
２
９
件
、

搬
送
人
員
は
２
６
６
１
人
で
前

年
と
比
較
す
る
と
件
数
で
６
件
、

搬
送
人
員
で
５８
人
と
わ
ず
か
な

が
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。

( )内 は前年同期件数

署別

種別 総 数 朝来署 養父署

総  数
75

(62)

38

(27)

37

(35)

交通事故 47 28 19

機  械 1 1

そ の 他 9 18

平成25年

1月～12月

救
！
助

※
４２
人
を
救
助

出
動
件
数
は
７５
件
で
、
そ
の

内
救
助
活
動
を
行

っ
た
の
は
３８

件
で
、
４２
人
を
救
助
し
ま
し
た
。

( )内 は前年同期件数( )内 は前年同期件数

署 別

種別 総 数 朝来署 養父署 管 外

総  数
2,929

(2,935)

1,493

(1,480)

1,430

(1,453)

急  病 1,704 907 797

交通事故 293 179

一般負傷 426 206 1

転院搬送 109 208

その他 187 108
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響婚生中醐瑚

1豆昌]S倉昆
挙を暫裂蟹雇系宕盤

盟 誘、挙岩晶躯駈暑参努槌挽原F笙量を生願盟
点心あ話をしながら一生懸命お餅をつきました。できあがづたお餅は、

みんなでおいしく頂きました。

庁舎見学
■  (11月 26日 出 合幼児センター)

救助隊員の説明を熱心に聞いて

くれているのは、未来の消防士た

ちです !1

指勝教室
■■■   (11月 17日 朝来平野区)

|まⅢたF署庚裏導婚費選ぞ径鷺を
ま―した。

選‐難訓練
|‐|■‐ (11月4日 緑 風の郷・一品区)

■緑国の7RIと
一品区が合同で避難

訓1騒詔霊率を感P紹要
区|が連携を深めるよい副1練となり
ました。

建
物
火
災
を
発
見
し
、
連
携

し
て
初
期
消
火
と
１
１
９
番
通

報
を
行
い
、
火
災
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
く
い
止
め
た
田
村

久
美
さ
ん
、
荒
川
直
子
さ
ん
、

松
本
博
文
さ
ん
の
３
人
に
、
貶

月
１８
日
、
南
但
消
防
本
部
で
朝

来
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
（松

本
氏
、
欠
席
）

ｈ
月
１５
日
午
後
３
時
頃
、
朝

来
市
岩
津
で
建
物
軒
先
か
ら
煙

が
出
て
い
る
の
を
田
村
久
美
さ

ん
が
発
見
し
、
付
近
で
作
業
し
て

い
た
松
本
博
文
さ
ん
に
異
常
を

知
ら
せ
、
１
１
９
番
通
報
を
依
頼
。

▲感謝状の贈呈

通
り
か
か
っ
た
荒
川
直
子
さ
ん

は
現
場
に
駆
け
付
け
、
軒
下
に
積

ま
れ
て
い
た
段
ボ
ー
ル
箱
等
を

取
り
除
き
、
田
村
久
美
さ
ん
と
協

力
し
て
水
道
ホ
ー
ス
を
使
用
し

て
消
火
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
事
例
の
よ
う
に
、

い
ざ
と
い
う
時
に
付
近
住
民
等

が
機
転
を
利
か
し
勇
気
を
持

っ

て
助
け
合
う
力
が
、
災
害
時
の

被
害
軽
減
に
大
き
く
役
立
ち
ま

す
。連

携
の
と
れ
た
活
動
に
よ
っ

て
、
火
災
の
拡
大
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
人

の
勇
気
あ
る
行
動
に
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。

▲写真左から荒川直子さん、日村久美さん
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◆
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の

取
扱
い

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の

取
扱
い
を
誤
る
と
、
ガ

ソ
リ
ン
が
噴
出
し
て
大

き
な
被
害
を
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
既
に
販
売
済
み
の
携

行
缶
本
体
等
に
注
意
表
示

シ
ー
ル
を
貼
付
し
注
意
喚
起

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（左
写
真
参
照
じ

◆
車
両
更
新

●
指
揮
車

今
回
配
備
さ
れ
た
指
揮
車
は
、

４
Ｗ
Ｄ
の
タ
ー
ボ
付
き
軽
自
動

車
で
山
道
等
狭
く
険
し
い
場
所

で
も
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。な
お
、
指
揮
車
は
■
月
盟
日

か
ら
大
屋
出
張
所
に
て
運
用
開

始
し
て
い
ま
す
。

●
高
規
格
救
急
自
動
車

今
回
、
国
か
ら
災
害
対
応
特

殊
救
急
自
動
車
と
し
て
補
助
金

を
受
け
更
新
さ
れ
た
救
急
車
は
、

４
Ｗ
Ｄ
で
但
馬
地
域
特
有
の
積

雪
等
の
悪
路
に
も
十
分
力
を
発

揮
し
ま
す
。
又
、
積
載
し
て
い

る
救
急
資
機
材
は
、
患
者
監
視

装
置
、
人
工
呼
吸
器
、
自
動
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
及
び
除
細
動

器
等
を
備
え
、
あ
ら
ゆ
る
救
急

に
対
応
が
可
能
で
す
。

な
お
、
救
急
車
は
１２
月
２４
日

か
ら
養
父
消
防
署
に
て
運
用
開

始
し
て
い
ま
す
。

◆
山
火
事
防
止
運
動

消
防
署
並
び
に
消
防
団
で
は
、

４
月
の

一
ヶ
月
間
、
山
火
事
防

止
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

◆
春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま

で
の
７
日
間
、
全
国

一
斉
に
春
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

NANTAN

こ
の
窓
か
ら

進
八
す
る
ぞ
。

▲指揮車

▲高規格救急自動車

『消すまでは

心の警報 ONの まま』

3月 1日 ～ 3月 7日

主な行事予定

■消 防討1練  (養 )関宮地区

日立入検査等 病 院・危険物施設の査察

■,肖防 教 室 学 校・事務所、各地区

■広 報 活 動 防 火ポスターの配布

■防 火 研 修 病 院・福祉施設

秋
の
夜
、
寒
く
な

っ
た
の
で
早

く
寝
た
。
真
夜
中

「ピ
ッ
ー
」
…

「ピ
ッ
ー
」
の
音
で
目
が
覚
め
た
。

う
る
さ
い
な
、
ま
た
鹿
が
田
ん
ぽ

に
現
れ
鳴
い
て
い
る
。
外
で
電
灯

を
灯
し
追
い
払
う
か
と
思
っ
た
が
、

寒
い
の
で
そ
の
ま
ま
朝
を
迎
え
た
。

ま
だ
定
期
的
に
音
が
聞
こ
え
て

い
た
。
朝

一
番
、
家
人
が
台
所
で

「上
の
部
屋
で
何
か
音
が
す
る
で
」

私
は

「え
―
、
鹿
の
鳴
き
声
ち
ゃ

う
ん
か
」
と
言
い
な
が
ら
、
音
の

聞
こ
え
る
空
き
部
屋
に
駆
け
付
け

た
。
そ
の
音
の
原
因
は
、
住
宅
火

災
警
報
器
の
電
池
切
れ
警
報
音
で

し
た
。
翌
日
電
池
交
換
の
依
頼
を

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
定
期
的
に
感
知
器

の
本
体
表
面
に
ホ
コ
リ
や
蜘
蛛
の

巣
な
ど
が
付
い
て
い
る
と
、
煙
を

感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
、
住
宅
火
災
警
報
器
が

作
動
す
る
よ
う
に
、
定
期
的
な
お

手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

　

●
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